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Lithium chlorideと pilocarpineをラットへ投与することにより SEが惹起される。著者は、SEの開
始をラットのリアリングと両前肢クローヌス行動(Racine score 4)を伴う連続発作開始時と定義してい
-２ 
る。SE開始してから 30分後、PER (0.6, 2, or 6 mg/kg)または DZP (10 mg/kg)をそれぞれの群のラッ
トに尾静脈投与を行っている。投与してから 30分後までに行動観察し、その間の痙攣スコアを記録し
た。薬物処置してから 1週間後に、薬物投与された動物及び痙攣惹起されていない naïve動物の病理組





著者は、DZP (10 mg/kg)投与された動物の SEが抑えられず、Racine score 5を示したとしている。
一方 6 mg/kg PERが投与された動物は、SEが完全に停止し、Racine score 0を示した。2 mg/kg PER
投与群において、15例中 7例は SEが完全に停止し、残りの 8例中 6例が Racine score 2以下まで SE
が抑制された。0.6 mg/kg PER投与群では、SEが抑えられず、全ての動物は Racine score 5を示した。
Naïveを含めて免疫染色を行った結果、DZP投与群は、CA1、Pir、及びMDの全ての検討場所におい
て、非常にシビアな神経脱落を見出している。一方、PERは用量依存的に神経脱落を防ぎ、6 mg/kg PER

































平成 29 年 12 月 21 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
